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Group 6 メンバー紹介

氏名 所属機関 部門 専門分野

青木悠人 日本医科大学 消化器外科 ナビゲーションサージャ
リー

稲垣恭子 日本医科大学 内分泌糖尿病代謝 脂質異常 肥満

長田康孝 アンファー株式会社 事業開発推進本部 毛髪、メカノバイオロ
ジー

雁木美衣 日本医科大学 システム生理学 網膜、アクアマリン細胞、
シナプス

川端伊久乃 日本医科大学 女性診療科・産科 妊娠高血圧症候群、出生
前診断、胎児超音波



なぜ産学連携共同研究？
やりたい、研究したい気持ちはある。

診療におけるデバイスの開発
臨床研究のアイディア
自分の分野を深めたい
研究がしたい

しかし、現状はどうして進めていいのかがわからない。
どのように資金を集めるのか？
どこから手をつけていいのか？
どうやったら実現するのか？

産学共同研究とは？
企業と一緒に研究を進めるには？



• 産学連携共同研究とは？

• 日本医科大学で産学連携を行うために

• 他施設の産学連携の取り組み

• 日本医科大学での産学連携の実際

• 我々に産学研究ができるのか？調べてみた！



産学連携とは企業（産）が
技術的シーズや高度な専門知識を持つ大学（学）
と連携して新事業や新製品を開発すること

①企業と大学との共同研究、受託研究
②企業のインターンシップ、教育プログラム、行動開発
③大学の技術の企業への移転
④大学の研究成果、人的資源に基づいた起業
⑤兼業制度に基づく技術指導

産学（官）連携共同研究とは



産学（官）の役割
対象機関 目的

産 民間企業、NPO法人 経済活動

学 大学、高等専門学校 教育、学術研究、
社会貢献、人材養成

官 国立研究機関、独立
行政法人、公設研究
機関

日本の科学技術向上に
つながる研究、政策目
的達成

現在、大学においては、教育、研究に加え、社会貢献を第三の
使命とすることが望まれている。
公開講座、研究成果の事業化、技術移転を通じた直接的貢献も
求められられるようになっている。
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• 日本医科大学で産学連携を行うために

• 他施設の産学連携の取り組み

• 日本医科大学での産学連携の実際

• 我々に産学研究ができるのか？調べてみた！



Needs Seeds

日本医科大学で産学連携を行うために



Needs発想
• 研究者の必要性、必要としていることから、共
同研究の発想

Needs



Seeds発想
• シーズとは研究の「タネ」
• 例えば、「自社にある、この独自技術を使えば、
このような研究を行えるのではないか」という
視点で共同研究を考える

Seeds



Needs Seeds

どのように
NeedsとSeedsを
マッチさせるか？



• Seedsを持っている企業・研究室は、その利用者
を求めている

• ホームページやサイトなどで公開されている事が多
い

• 一方で、Needsを発信する方法は難しい
• 公に公開すれば研究のアイデアを盗用される可能性
• そもそも発信方法がない
• 個別に探す必要があるがなかなか難しい現状



日本医大研究者の課題

• 医学系の単科大学である
• Seedsはあまり持っていない

• 工学系、化学系、理学系などの技術は殆どない

• Needsを持っていることが多い
• 具現化には共同研究が必要である

• Seedsをもつ企業・研究室の検索
• 共同研究マッチングサイトから必要なSeedsを検索する

• 個別に探す



日本医大の課題
• Needsの発信力

• Seedsの収集力

• NeedsとSeedsをマッチングする取り組み
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他大学等におけるSeedsの発信方法

• 大学公式サイト上でのシーズ集の紹介
• 東京大学
• 早稲田大学

• 複数大学参加型プラットフォーム
• 産学連携プラットフォーム

• 民間のマッチングサイト
• LabBase X（ラボベース クロス）

• 特許情報プラットフォーム
• J-PlatPat



大学公式サイト上でのシーズ集の紹介

例：東京大学（https://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/）

• 東大シーズ集としてアイディアを紹介。
• 検索ができる。
• 新着順に表示。
• 1ページで簡潔に説明。
• 関連テーマについてのリンクが張られている。

https://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/






大学公式サイト上でのシーズ集の紹介

例：早稲田大学（https://www.waseda.jp/inst/research/tlo）

• 産学連携シーズ情報としてアイディアを紹介。
• 検索ができる。
• 「注目シーズ」と「新着シーズ」を紹介。
• 1～2ページで簡潔に説明。
• 関連テーマについてのリンクが張られている。
• 研究シーズ冊子を発行。

https://www.waseda.jp/inst/research/tlo














• 利点
• 大学の独自色を出せる。アピールしたいポ
イントを自由に強調できる。

• 他大学に合わせる必要がない。

• 欠点
• 自前でサイトを運営する必要がある。

• 専門の部署が必要。
• 各大学間で形式がバラバラで必要な情報を
見つけにくい。

• シーズ集を見つけるのも一苦労。



複数大学参加型プラットフォーム

例：産学連携プラットフォーム（https://sme-univ-coop.jp/）

• ６分野に絞り、分かりやすく整理されている。
• 個々の情報には、

• 2分程度の技術情報動画（インフォグラフィックス）
• A4一枚に簡潔にまとまった情報資料

• （大学のサイトへ飛ばされる場合も）
が用意されている。

• 特定のテーマ、機関を決めなくてもよい問い合わせフォームが
用意されている。

https://sme-univ-coop.jp/










• 利点
• 各大学で自前のサイトを作らなくても済む。
• 企業との間に担当窓口（筑波大学）が入ってくれて、企
業への聞き取り調査や、打ち合わせのセッティングを
行ってくれる。

• 一つの大学では解決が困難な課題でも、複数の大学で請
け負うことができる。

• 欠点
• 紹介される大学の順番が固定している。

• 順番が後の方の大学は、なかなか見てもらえない。
• 大学間で差がついてしまう。

• きれいなアニメーションを作れいない大学もある。



民間のマッチングサイト

例：LabBase X（ラボベース クロス）
（https://material.labbase.jp/x/business/main/）

• 400名の専門家によるオーダーメイド技術リサーチ。
• 「自社にノウハウのない分野」の理解を深め、研究者と
共創したいという企業のニーズに答える。

• 理解を促進するための分野や技術の俯瞰マップを提供し
たり、企業に一番マッチする研究者を提案。

https://material.labbase.jp/x/business/main/






特許情報プラットフォーム

例：J-PlatPat（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/）
• 特許・実用新案、意匠、商標について、キーワードや
番号で簡単に検索ができる。

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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アンファー株式会社について
これまで薄毛の解決方法は植毛術やウィッグ、カツラが一般的であった。

（アートネイチャーやアデランスなど）

アンファーは上記に代わる解決法として、1999年国内で初めて内科的治療（内服、
外用薬の投与）によって発毛させるクリニック（現 Dクリニック）を開設した。

そこから発毛クリニックの先生方とともに頭皮環境を徹底的に考えられたシャンプー、
スカルプDを開発し、販売してきた。



共同研究スタートの経緯

小川 令 先生 小山 太郎 先生

ハーバード大学ブリガムウィメンズ病院で１年間をともに

メカノバイオロジー 毛髪科学

メカノバイオロジーが発毛に寄与するのではないか？



毛髪再生を目的として、物理学的刺激を利用できる可能性がある

第一の共同研究（2012年～2015年）

ヒト毛乳頭細胞に伸展刺激を加えると、毛周期における休止期か
ら成長期に移行する遺伝子シグナルが上昇していることが判明。

アンファーとPanasonicの2社共同開発
で上市した「スカルプDメカノバイオ
【頭皮エステ】」の開発に活かされた。



抗加齢予防医学講座
准教授

高田 弘弥 先生

第二の共同研究（2017年～）のきっかけ

2016年頃からアンファーは大正製薬の
発毛剤リアップ®のジェネリックを日本で
初めて発売することを目指し製剤開発
を進めた。

生理学を中心とした基礎研究が専門の
高田先生が形成外科に入局。

ミノキシジルと振動圧刺激に関して
共同研究を開始



社会連携講座の開設に至るまで

担当部署：日本医科大学事務局研究推進部研究推進課

2017年4月～ 共同研究スタート

2019年4月～ 寄付講座開設
（抗加齢予防医学講座） 審査あり

2020年4月～ 社会連携講座開設
（抗加齢予防医学講座） 審査あり



これまでの経緯

2018年 2019年2017年

共同研究スタート

▼非接触集束超音波装置
非接触で低周波振動圧を特定の部位に照射
することができる

形成外科学
主任教授

小川 令 先生

抗加齢予防医学講座
准教授

高田 弘弥 先生

欧州毛髪学会にて発表

記者発表会見

2020年度 導入予定

世界毛髪学会にて発表

最高賞受賞



このようにアンファーは日本医科大学社会連携講座を
研究拠点として、研究エビデンスを商品開発やPRに活かしたり、
臨床治療に活かしたりと産学連携における研究とビジネスが

マッチングするビジネス展開をしている。
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6. 臨床しかやってこなかった1人の医師が
初めて産学連携に興味を持ってみた

ー 日本医科大学で産学連携をもっと身近なものにするには？ ー



• Around 40 女医
• 30歳前半で妊娠・出産し、30代は臨床と子育てで忙しく、大学院にもいっ
ていないので、基礎研究・臨床研究ともにほとんどしてこなかった…

• 年齢を重ねて少し仕事に余裕もできたので、遅まきながら少しはこれから臨
床研究らしいことも積極的にやってみたいとは思っている。

• 研究費などはほとんどもらったことがない

• このたび、大学のしあわせキャリア支援センターの「女性・若手研究者キャ
リアデザインプロジェクト」に参加してしまい（？）、図らずもこれまで考
えたこともなかった「産学連携」について調べる機会を得た

• なんかカッコ良さそうだが、自分もやれたりするのだろうか？

やったことがないから
どうなのかしら…
高嶺の花よね….



あれれれ
まるで何だかわからない….



もし、自分に具体的なシーズ
があるならば、
研究の可能性について、
ここに相談すればいいのか！



同じ大学で、他の科の先生はどういった研究をしてい
るのだろう…..





他大学での産学連携は？

具体的にどういったことを今までにやってき
たのか、わかるところがない

高校生や大学生でも積極的に
やってそうなのに….



医療の分野で社会から期待されていること

急速に進む少子高齢化を背景に、
健康・医療への関心はわが国でも
非常に高く、健康・医療分野を軸
とした新しい産業への期待は大き
い。

しかし…..
• 他の分野と比較して、きわめて高い安全性と研究倫理
が要求される

• 研究開発には多額の費用と時間がかかる
• 特許の成立や技術移転が難しい
• アイデアの盗用などが危惧され、進行中の研究を
オープンにしにくい環境もある





研究開発のイメージが強いが産学連携ではあるが、

• 研究開発だけがその道ではない
• 人材育成、教育などの分野は？

身近な研究例・成功例の体験談のようなものがすぐ
みられると少しは身近なものになるかもしれない

相談窓口の敷居が下がることも大きい

日常診療で自分が気になっていることが、
産学連携のシーズやニーズになるかも
しれないというような視点を持つこと



結語
日本医科大学は基礎医学、臨床医学に携わるスタッ

フが日々、教育、研究、医療に励んでいる。
そこではSeeds やNeedsが生まれているが、どの

ように発展させるかわからず、葛藤することも多い。

今回、産学研究に関する情報を共有することができ
たが、我々自身が研究を遂行するための実際的な明確
な方法を得るまでには至らなかった。

我々は、研究の遂行方法の知識や経験が十分ではな
い。日本医科大学にも研究統括センターや知的財産セ
ンターがあるが、どこにどのように相談できるのか
我々の知識不足がある。

大企業との連携や寄付講座のような大きな連携でな
くても、初めの一歩が踏み出せるような研究者の知識
や実践力向上のための教育環境が整うことが望まれる。
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